


【日程表】 

 

 

【参加費】 ￥２７５，０００ 

【定員】 １５名（最小催行人数：6名） 

【お申込方法】 下記旅行社「ワイルド・ナビゲーション」からお申込書・旅行案内をお送りいたしますので、 

 申込書ご希望の旨、お電話・FAX・E メール等で FoE Japan もしくはワイルド・ナビゲーションへお申し付け下さい。 

【お申込期間】２００８年８月１５日（金）迄（ただし定員になり次第締切です） 

 

【旅行企画・実施、お申込み・お問合せ】 

株式会社 ワイルド・ナビゲーション  

http://www.wild-navi.co.jp/ 

国土交通大臣登録旅行業第 1753 号  

総合旅行業務取扱管理者 宮田義明 

（社）日本旅行業協会正会員 

東京都渋谷区恵比寿西 2-7-10 第 6 ミトモビル 9F 〒150-0021 

TEL 03-5784-3980 FAX 03-5784-3981 

E-MAIL travel@wild-navi.co.jp 

 

日付 場所 移動手段 スケジュール 

9／15 

（月） 

新潟空港へご集合 

新潟→ハバロフスク 
 

 
お昼頃に新潟空港へご集合。ダリアビア航空機にてハバロフスクへ。

大河アムールを臨むホテルにチェックインして夕食をとります。 

9／16 

（火） 

ハバロフスク 

→野生生物リハビリセンター  

午前中、アムール川のほとりに建つ郷土博物館でタイガの自然や先住

民族の文化を学びます。 

午後、ハバロフスク地方南部の野生動物リハビリセンターへ移動。 

このセンターでは、現在オスのアムールトラ一頭と最近保護されたメス

の仔トラが飼育されています。また同センターは、ロシア極東のアムー

ルトラ生息域の北限付近に位置しています。センターの宿泊施設へ滞

在することで、アムールトラを取り巻く密猟の問題や保護の現状を知る

ことができます。 
9／17 

（水） 
野生生物リハビリセンター 

→クラスヌィ・ヤール村  

午前中、活動時間のアムールトラを観察 

午後、ロシア沿海地方へと南下、生息ホットスポットであるビキン川流

域にある先住民族ウデヘの村へ移動。 

9／18 

（木） 
クラスヌィ・ヤール村 

→ビキン川流域  

朝食後、ウデヘ人の猟師とともにボートで数十 km ほど上流の森林地

帯、トラの発見件数が多い場所であるウリマ山付近へ、 

現役猟師の猟師小屋近くでキャンプを開始します。 

9／19 

（金） 
ビキン川流域 

 

アムールトラ生息頭調査にも参加したウデヘ猟師たちの猟場を散策。

アムールトラの生きる森を歩きます。 

9／20 

（土） 
ビキン川流域 

→クラスヌィ・ヤール村  

午前中、ウリマ山のトレッキングコースを登ります、タイガの樹木と動

物、ウデヘとトラの関係について学びます。 

昼食後、クラスヌィ・ヤール村への川下りです。 

9／21 

（日） 

クラスヌィ・ヤール村 

→ハバロフスク  
クラスヌィ・ヤール村を出発し、ハバロフスクへ。ハバロフスクのホテル

にチェックインして夕方は街を自由行動です。 

9／22 

（月） 

ハバロフスク 

→新潟 
 

 
午前中、お土産物の豊富なハバロフスクの市場に立ち寄り、 

午後、ハバロフスク空港で帰国便に搭乗します。 

【お問合せ先・現地協力】 

 国際環境NGO FoE Japan 

http://www.foejapan.org  

東京都豊島区池袋 3-30-8 みらい館大明 1F 〒171-0014 

 tel: 03-6907-7217、fax: 03-6907-7219 

 E-mail sasaki@foejapan.org （担当 佐々木） 


